
 

【“しがの公園”魅力向上推進会議 第２回委員会】 次第 

 

日時：令和 5年 8月 29 日（火）10：00～12：00 

場所：北新館 5-D 会議室 

 

 

１．開 会 

 

２．あいさつ                                    約 5 分（10:00～10:05） 

 

３．議 事 

 

（１）「THE シガパーク」2030 年に目指す姿について     約 30 分（10:05～10:35） 

 

 

 

（２）「THE シガパーク」トイレ整備について         約 30 分（10:35～11:05） 

 

 

 

（３）令和 6年度予算要求状況について           約 30 分（11:05～11:35） 

 

 

 

（４）その他の議題について                 約 20 分（11:35～11:55） 

 

 

 

４．閉 会 
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“しがの公園”魅力向上推進会議設置要綱 

 

（設置） 

第１条 水と緑と人でつながる“しがの公園”の持つ価値・魅力をさらに高めるた

め、自然公園や都市公園などの公園種別に関わらない県営公園としての魅力向

上施策について幅広く検討し、部局横断的に効果的な取組を図る組織として、関

係部局からなる「“しがの公園”魅力向上推進会議」（以下「推進会議」という。）

を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 推進会議は、次に掲げる事務を所掌する。 

（１）“しがの公園”魅力向上のための公園間の連携に関すること 

（２）“しがの公園”魅力向上のための庁内連携の取組に関すること 

（３）“しがの公園”魅力向上のための情報発信に関すること 

（４）“しがの公園”の機能強化と利便性の向上に関すること 

（５）“しがの公園”魅力向上のための民間事業者・住民等と協働に関すること 

（６）その他“しがの公園”の価値・魅力の向上・創出のために必要な事項 

 

（構成） 

第３条 推進会議は、次に掲げる者をもって構成する。 

（１）議長 

（２）委員 

（３）連絡員 

２ 議長は、土木交通部技監（魅力ある公園・まちづくり担当）の職にある者をも

って充てる。 

３ 委員は、別表の職にある者をもって充てる。 

４ 議長に事故があるとき、または議長が欠けたときは、議長があらかじめ指名す

る委員が職務を代行することができる。 

５ 推進会議の所掌事務に関する連絡調整を行うため連絡員を置き、委員が所属
職員のうちから推薦する者をもって充てる。 

 

（会議） 

第４条 推進会議の会議は、委員会および連絡会、作業部会とし議長が招集する。 

２ 委員会は、議長および委員で構成し、議長が主宰する。 

３ 委員会では、第 2条に規定する事項について議論する。 



４ 連絡会は、都市計画課公園魅力向上推進室長および連絡員で構成し、都市計画

課公園魅力向上推進室長が主宰する。 

５ 連絡会では、第 2条に規定する事項に関する連絡調整を行う。 

６ 作業部会は、都市計画課公園魅力向上推進室長および協議事項に関連する連

絡員で構成し、都市計画課公園魅力向上推進室長が主宰する。 

７ 作業部会では、第 2 条に規定する事項のうち、個別の事項について議論する。 

８ 議長は、必要があると認める場合は、オブザーバーとして構成員以外の者に各

会議への出席を求めることができる。 

 

（事務局） 

第５条 推進会議の事務局は、都市計画課公園魅力向上推進室におく。 

 

（その他） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、推進会議の運営等に関し必要な事項は、議

長が定める。 

 

付 則 

この要綱は、令和５年５月１８日から施行する。 

 

別表１（第３条関係） 

部局名 委員名 対象公園 

文化スポーツ部 文化芸術振興課長 希望が丘文化公園 

スポーツ課長 彦根総合スポーツ公園 

琵琶湖環境部 下水道課長 矢橋帰帆島公園 

森林政策課長 近江富士花緑公園 

自然環境保全課長 自然公園（湖岸緑地など） 

健康医療福祉部 子ども・青少年局子ども未来

戦略室長 

びわ湖こどもの国 

商工観光労働部 モノづくり振興課長 陶芸の森 

土木交通部 都市計画課長 都市公園（びわこ文化公園、

湖岸緑地など） 

 



「THEシガパーク」2030年に目指す姿

1.【美】「うつくシガパーク」
滋賀の恵まれた自然を活かした景観の美しさをはじめ、トイレなどの公園施設の美しさ、利用
者の美しい利用マナーの推進など、「美しい公園」を目指します。

○「THE シガパーク」2030年の姿について
・県の基本構想やSDGs,MLGs,30by30などの目標年度でもある2030年を一つの区切りとして、「THE シ
ガパーク」が以下のような姿を実現していることを目指す。

○目指す姿を実現するための３つの視点と３つの取組

滋賀県全体が一つの大きな公園であるかのように水・緑・人でつながっており、県民を
はじめとした滋賀県に生きるすべての生き物の暮らしと心を豊かにしている。

2.【優】「やさシガパーク」
子どもから高齢者、障がい者や外国人を含めた誰もが利用しやすく、人間だけでなく動物をは
じめ鳥や虫、草花などの生き物を含めた自然も大切にする、「優しい公園」を目指します。

3.【楽】「たのシガパーク」
訪れただけで気持ちが楽になり、シガパークでしか見れないもの、体験できないことが充実し
ていて、楽しい時間をたっぷり過ごすことができる、「楽しい公園」を目指します。

【魅力アップのための三つの取組】

①部局を横断した公園連携・庁内連携の取組
②拠点的な公園の機能強化と利便性の向上
③民間事業者・住民等と協働した取組

★３つの視点で３つの魅力アップ
の取組を進め、「THE シガパーク」
の目指す姿の実現を目指す！

令和5年(2023年) 8月29日
都市計画課公園魅力向上推進室資料１
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目指す姿①「うつくシガパーク」

滋賀の恵まれた自然を活かした景観の美しさをはじめ、トイレなどの
公園施設の美しさ、利用者の美しい利用マナーの推進など、「美しい
公園」を目指します。

○「うつくシガパーク」の三つの視点

１.四季折々の景観が美しく保たれている
滋賀の豊かな自然を活かして開設されているシガパークの魅力は、四季折々に自然が織りなす風光
明媚な景観の美しさです。その美しさを損なうことのないよう、十分な維持管理を行いながら、より
その美しさを感じることができるイベントやスポットを作っていきます。

２.トイレなどの公園施設が美しく整備されている
様々な人が多様な目的で利用する公園ですが、共通して誰もが使用するのはトイレです。シガパー
クの美しい景観を堪能した人が、トイレで気分を台無しにしてしまうことがないように、誰もが気持
ちよく使えるトイレを整備していきます。

３.一人一人の利用者が美しく公園を利用している
シガパークの美しい景観、美しいトイレを維持するためには、美しく利用してもらうことが必要不
可欠です。「来た時よりもうつくシガ」をシガパークの共通マナーとして定着させることを目指しま
す。

美

令和5年(2023年) 8月29日
都市計画課公園魅力向上推進室資料１
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目指す姿②「やさシガパーク」

子どもから高齢者、障がい者や外国人を含めた誰もが利用しやすく、人
間だけでなく動物をはじめ鳥や虫、草花などの生き物を含めた自然も大
切にする、「優しい公園」を目指します。

○「やさシガパーク」の三つの視点

１.子どもをはじめ誰にでも優しく、利用しやすい
シガパークが、子どもや子ども連れ、高齢者や障がい者、車いすの方、日本以外にルーツを持つ方
など、誰もが身体的、心理的、言語的なバリアを感じることなく、自由に、平等に利用できる、そん
な誰にでも優しい公園であるための取組を進めていきます。

２.自然やすべての生き物にとって優しい公園
豊かな自然に育まれたシガパークが、人間にとっての憩いの場であるだけでなく、虫や鳥、草花な
どの様々な生き物も含めた自然全体に対して優しい公園であるために、30by30やMLGSといった取組と
も連動し、環境保全の取組を進めていきます。

３.利用する人が他人や自然に対して優しい気持ちになれる
シガパークが真に「優しい公園」となるためには、利用者がお互いに思いやりと譲り合いの精神を
持ち、自然に対しても優しい気持ちを持っていることが大切です。そのために、公園を譲り合って利
用するマナーの啓発や、環境保全の意識を育むイベントの開催等を行っていきます。

優

令和5年(2023年) 8月29日
都市計画課公園魅力向上推進室資料１
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目指す姿③「たのシガパーク」

訪れただけでほっと気楽な気持ちになれるだけでなく、シガパークでし
か体験できないことが充実していて、楽しい時間をたっぷり過ごすこと
ができる、「楽しい公園」を目指します。

○「たのシガパーク」の三つの視点

１.訪れると気持ちが楽になり、リラックスできる
ちょっと気持ちが疲れた時や、ストレスを感じた時に、訪れて大きく深呼吸をするだけでほっと気
持ちが楽になるような、シガパークがそんな「心のオアシス」になるように、憩いの場としての公園
施設の整備や、静かでリラックスできる環境の維持を行っていきます。

２.シガパークならではの楽しさが充実している
日本一の湖であるびわ湖をはじめとした豊かな自然に恵まれているシガパークの魅力を最大限に生
かし、シガパークでしか体験できないアクティビティーや、シガパークでしか堪能できない文化・芸
術の鑑賞、シガパークの魅力を味わうことができるイベントなどを充実させていきます。

３.利用者が気楽に公園を利用できる
シガパークをストレスを感じることなく気楽に利用できるように、駐車場や駐輪スペースの拡充や
整備、案内看板や案内表示の設置、スマホで見れる園内案内の作成の他、公共交通を用いて公園にア
クセスしやすくする取組などを行っていきます。

楽

令和5年(2023年) 8月29日
都市計画課公園魅力向上推進室資料１
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「THE シガパーク」トイレ整備について
令和5年(2023年) 8月29日

都市計画課公園魅力向上推進室

【トイレ管理状態の指標化】
・種別や所管を超えた様々な公園のトイレ整備を一体的に進めていく際
に、トイレの管理状態を把握するための指標として各公園ごとの「ト
イレランク」を算定し、５つ星（★★★★★）～１つ星（★）のラン
ク付けをすることで整備状況を可視化する。

・「トイレランク」の算定にあたっては、水洗か汲取かといった基本的
な設備の状況の他、右に挙げるような多様な視点で評価を行うことと
し、それぞれの公園がその状況や特色、ニーズに合わせた方向性でト
イレ整備を行うことができるようにする。

・算定した「トイレランク」は、公園の利用者がどの公園にどのような
トイレがあるかを確認できる「シガパークトイレマップ」への掲載や、
各トイレの入り口へのステッカーでの掲示等にも活用する予定。

【2030年のトイレ整備の目標】

・目標を達成するためにトイレ整備ロードマップを作成し、トイレの更新や設備の追加・変更、清掃頻度の見直し等に
より「トイレランク」の向上を行う。

・トイレの維持管理にかけられるコストが限られることから、高いニーズや必要性が見込まれる場所以外でトイレを新
設・増設することは控える。 1

「トイレランク」算定の基準案
①基本設備
・固定・移動、水洗・汲取、洋式・和式の別、
手洗い場の有無や設置からの経過年数

②安全性
・照明有無、種類や防犯カメラ、手すりの有無

③快適性
・ウォシュレットや温熱便座、便器の自動水洗
や手洗い場の蛇口の非接触対応の有無

④誰にでも使いやすい
・車いす、点字、オストメイトの対応状況、サ
ニタリーボックスの有無

⑤子どもや子育て中の方への配慮
・おむつ交換台やベビーチェアの有無、子ども
用便器や手洗い場、子ども用踏み台の有無

⑥適切な管理
・清掃頻度、点検頻度

資料２

・利用者の多い公園やトイレの利用ニーズの高い公園等については、誰もが快適に、気持ちよく利用できるハイランク
トイレ（★5,4想定）が整備されている状況を目指す。

・その他の公園についても利用者が抵抗なく利用できるトイレ（★3,2想定）が整備されている状況を目指す。

【目標を達成するための方針】



「THE シガパーク」トイレ整備について
令和5年(2023年) 8月29日

都市計画課公園魅力向上推進室

【トイレ整備を進める上での課題】
○インフラ上の課題
・都市公園の湖岸緑地や自然公園の湖岸園地など、琵琶湖や河川に隣接する公
園では、上水道、下水道、電気などのインフラが整っていない場所がある。

○維持管理費の課題
・トイレを汲み取り式の移動式トイレから固定式のエコトイレや水洗トイレな
どにした場合や、清掃頻度を増やした場合に、清掃や点検にかかる維持管理
費が増加することになる。
・利用状況の変化により、現在利用頻度の低いトイレにも清掃等の維持管理費
がかかっている。

○その他の課題
・建て替えが必要となるような老朽化したトイレも多い。

2

【課題を踏まえたトイレ整備の方向性】

・可能な範囲で公園のインフラ整備や、老朽化したトイレの更新を行う。
・できる限り誰にでも使いやすいトイレとなるように配慮する。（多目的、イン
クルーシブトイレの設置等）

・インフラが整っておらず、移動式・汲み取り式のトイレしか設置できないよう
な公園についても、便器を洋式にする、清掃回数を増やすなど、可能な範囲で
のランクアップを行う。

・できるだけ維持管理費の増加を伴わない方法（照明をLEDに変更して明るくする、
おむつ交換台や手すりの設置など）によりトイレのランクアップを行っていく。

・必要不可欠なトイレ整備に伴う維持管理費の増加については、ニーズの低いト
イレを廃止することにより、その分の維持管理費をよりニーズの高いトイレに
回す他、駐車場等有料化による収益や、ネーミングライツ、寄付等で対応する。

ベビーチェアやおむつ交換台

上下水道がなくても設置できるエコトイレ
※利用頻度が高いと処理が追い付かない
※維持管理コスト高

資料２



“しがの公園”魅力向上推進会議の取組状況①
令和5年(2023年) 8月29日

都市計画課公園魅力向上推進室

【「THE シガパーク」ポータルサイトの開設】
・広報アピール部会において、「THE シガパーク」の情報発信・魅力
発信を一体的に行う「THE シガパーク」ポータルサイトを6月30日に
開設した。

・各公園のイベント情報の掲載、ホームページのリンクの掲載、パン
フレットデータの掲載など、情報発信を一体的に実施している。

・公園の魅力を写真で伝える「シガパーク写真集」のページを作成し
ている他、、YouTubeに「THE シガパーク」チャンネルを開設して動
画での公園紹介を行っている。

・また、「子どもと遊ぶのにオススメの公園」などの特集記事を作成
し、様々な切り口から公園の魅力をアピールしている。

★発信中のコンテンツ★

ポータルサイトイメージ

○シガパーク写真集
・びわこ地球市民の森
・陶芸の森

○特集記事
・子どもと遊ぶのにオススメの公園

○「THE シガパーク」チャンネル
・びわこ文化公園紹介動画
・びわこ地球市民の森紹介動画
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“しがの公園”魅力向上推進会議の取組状況②
令和5年(2023年) 8月29日

都市計画課公園魅力向上推進室

【びわ湖の日周辺でのイベントの実施】
・びわ湖の日周辺（7月1日～8月11日）にシガパークで実施されるイベン
トを取りまとめて、ポータルサイトに掲載した。

・子どもたちがびわ湖や自然に触れることができる自然観察会や昆虫観
察会の他、キャンプやカヌー体験など、公園で実施される計45種の
様々なイベントの情報を掲載しました。

・また、以下の９つのイベントについては、環境政策課と連携し、「び
わ活しよう！びわ湖の日関連イベント」のページに掲載しました。
○ツリーイング～木のぼり体験～（湖岸緑地 南三ツ谷）
○やばせKIPデー（矢橋帰帆島公園）
○清掃活動～帰帆島公園～（矢橋帰帆島公園）
○近江富士ネイチャースクールプレオープン前体験イベント
（近江富士花緑公園）
○花継ぎのつどい～蓮～（びわこ文化公園）
○真夏の夜の昆虫観察会（湖岸緑地 中主吉川）
○はじめての昆虫観察会（湖岸緑地 曽根沼）
○広いびわ湖に漕ぎだそう！カヌー体験教室！（びわ湖こどもの国）
○希望が丘夏休みわんぱくキャンプ（希望が丘文化公園）

SUP体験会（湖岸緑地 衣川）

夏休み自然塾（希望が丘文化公園）

び
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“しがの公園”魅力向上推進会議の今後の展開
令和5年(2023年) 8月29日

都市計画課公園魅力向上推進室

【関連予算について】
・今年度中に、2030年度を目標年度とした「THE シガパーク」の取組ロードマップを作成。

・令和6年度に実施が必要な事業の予算については各所属が部局枠やチャレンジ枠等の中で確保に努める。

・令和7年度以降については、ロードマップに沿って「THE シガパーク」全体としてソフト・ハード両面
から必要な予算が確保できるよう検討していく。

資料４

【今後の取組予定】

・11月のビワイチの日周辺で「THE シガパーク」の一体的な関連事業の実施や、情報発信を行う。
・隣接するシガパーク同士で連携した取組の検討・実施を行う。
・2030年度を目標年度とした「THE シガパーク」の取組ロードマップを作成する。
・「THE シガパーク」ポータルサイトにおいて特集記事や紹介動画の発信を継続して行う。

【推進会議の名称について】
・推進会議の名称は、「 “しがの公園”魅力向上推進会議」であるが、対外的な広報を行う場合に、
「“しがの公園”」ではなく、「THE シガパーク」という名称を使用することが多くなっている。
・名称の統一を図るために今後は、「THE シガパーク」という名称を主に用いていく。

・それに伴い、推進会議の名称を、
「“しがの公園”魅力向上推進会議」から改め「THEシガパーク推進会議」としたい。


